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平成29年度アスジャ･インターナショナル主催

アセアン国費留学生と日本人大学生との
国際交流ワークショップ

募集要項



￥

アセアン＝東南アジア諸国連合（Association of South-East Asian

Nations, ASEAN）は、東南アジアにおける地域協力機構である。

経済成長、社会・文化の発展、政治の安定などを目的に、1967年の

「バンコク宣言」によって設立された。

現在、東南アジアの10ヶ国が加盟している。

＜加盟国＞

インドネシア、マレーシア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、

ミャンマー、カンボジア、ベトナム、ラオス

写真： 2014年度アセアン文化交流事業「アセアン文化祭典」

アセアンとは？
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 アスジャ・インターナショナル

アセアン国費留学生と日本人大学生との

国際交流ワークショップとは

将来のアセアン各国のリーダー候補としてアスジャ・インターナショ

ナルが受け入れているアセアン国費留学生と、日本のグローバル

人材として活躍を期待される日本人大学生が、国立オリンピック記

念青少年総合センターにおける3泊4日の宿泊交流を通じ、お互い

の国の文化や日本とアセアンの将来の課題、国際協力について、

英語による意見交換を行い相互理解を深める。

朝から晩まで英語によるコミュニケーションが続く合宿生活を送るこ

とで、都内にいながらにして留学体験が味わえる。

アスジャ・インターナショナルが2014年度から新規で開催し、2016年

度は上智大学、東京外国語大学、千葉大学、東北大学、筑波大学、

群馬大学、慶應義塾大学、早稲田大学から日本人大学生25名が参

加した。アセアン国費留学生は37名が参加した。

写真： 2016年度開催のワークショップより

アスジャ国費留学生とは？

文部科学省の奨学金を得て日本の大学の大学院・学部で学ぶためにアセアン加盟10ヶ

国から来日し、アスジャ・インターナショナルが受け入れている外国人留学生。



3泊4日の宿泊交流

日本人大学生
アセアン
国費留学生

国立オリンピック記念

青少年総合センター

（東京都渋谷区）

アセアン国費留学生と日本人大学生との国際交流ワークショップとは

 アスジャ・インターナショナルが受け入れているアセアン10カ国の国費留学生と、グ

ローバル人材を目指す日本人大学生との国際交流

 国立オリンピック記念青少年総合センターでの英語合宿

 日本・アセアンをテーマに行うディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション

 都内にいながらにして味わえる留学体験

 お互いの国の文化、各国の将来や課題、国際協力について意見交換を行い、相互

理解を深める。

ワークショップ(workshop)とは？

多様な文化や資質を持った人たちが、全員参加型の協働作業を行い、相乗効果

を生みながら問題解決や創造、学びを行う手法。

近年、留学生と日本人学生が共に学ぶ「国際共修」への関心が高まりつつある

が、その手法としてワークショップが採りいれられている。

言語・文化の異なる学生同士が、互いを理解し自己を確立するための、問題解

決力・コミュニケーション力・創造力を育てる人材育成ツールとして、高等教育現

場での積極的な採用が期待されている。



ワークショップの進め方

 グループごとのディスカッション、グループワーク、プレゼンテーションなどのワークショップ

を、プロジェクト形式で実施する。

 講師によるレクチャーやファシリテーションを提供し、学生同士の積極的な議論を促進する。

 グループワーク終了後、全体発表会（プレゼンテーション）を行い、質疑応答・講評を通して、

プロジェクトにおけるPDCAサイクル
*
についても学ぶ機会を提供する。

*PDCAサイクル： 「計画」（Plan）、「実行」（Do）、「点検」（Check）、「改善」（Act）の頭文字をとったプ

ロジェクト管理手法のひとつ。業務を継続的に改善するために企業等で導入されている。

写真： 2016年度開催のワークショップより
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• ディスカッション

• グループワーク

• レクチャー

• ファシリテーション

• プレゼンテーション

• 質疑応答・講評

プロジェクトにおけるPDCAについて学ぶ

グループワーク

アセアン国費留学生と日本人学生との混合グループによるプロジェクト形式を採用

～ 1グループを10人程度で構成 ～

 アイスブレイク： グループメンバーがお互いを知る

 ステップ１： テーマの理解と問題点の確認作業

 ステップ２： 問題の解決策について議論

 ステップ３： 発表準備（レジュメ作成等）

 全体発表(プレゼンテーション）、質疑応答、講評

写真： 2016年度開催のワークショップより



将来日本・アセアン各国でリーダーとしての活躍を期待される大学生の、

グローバル環境下におけるコミュニケーション能力を高めるため、

1. 情報共有力

2. チームワーク

3. 他者への影響力（リーダーシップ等）

を醸成し、社会の変化に対応できる汎用的な能力を身につける機会を

提供する。

アセアン国費留学生と日本人大学生との国際交流

ワークショップのねらい

情報

共有力

他者
への
影響力

チーム

ワーク

キーワード：

 多様性

 協働作業

 問題解決力

 コミュニケーション力

 創造力

 国際共修

 人材育成

写真： 2016年度開催のワークショップより



講師（ファシリテーター）紹介 辻 耕治 先生

 千葉大学教育学部技術教育講座准教授

 京都大学大学院農学研究科応用生物科学専攻博士課程修了

 農学博士

 農林水産省国際共同研究人材育成推進・支援事業フェロー

（滞在機関：Bioversity Internationalのマレーシア支部と中国支部）、JICA「インド国マ

ディヤ・プラデシュ州大豆増産プロジェクト」病虫害管理専門家（個人コンサルタント契

約）も歴任

 千葉大学では、文部科学省大学の世界展開力強化事業「ツイン型学生派遣プログラ

ム」メンター、文部科学省グローバル人材の育成に向けたESDの推進事業「人間力を

育む千葉ESDの地域展開」ESDコーディネーター等を務める。

2014年度より本ワークショップの
講師（ファシリテーター）を担当

写真： 2014年度開催のワークショップより



講師（レクチャラー）紹介 小川 郷太郎 氏

 アスジャ・インターナショナル日本理事

 元駐カンボジア特命全権大使、元駐デンマーク特命全権大使

 1968年外務省入省。2007年に退官。

 40年近い外交官生活のうち、23年間を海外（フランス2回、デンマーク兼リトアニア、旧ソ連、

フィリピン、韓国、カンボジア、ホノルル）で過ごす。外務本省では、条約局、経済局、経済協力

局、国際情報局、欧亜局に勤務。また、外務大臣秘書官、国際協力機構（JICA）総務部長など

も歴任。最後の任務は「イラク復興支援担当大使」として、イラクや中東諸国を行き来した。

2017年度レクチャー

レクチャー

 日・アセアン関係の専門家を講師（レクチャラー）として招き、現場での実務経験

談や専門知識の解説を行う。

 学生同士の積極的な議論を促進し、学生のキャリア意識を高める場を提供する。

＜過去のレクチャー＞

2015年度 「Japan’s Views and Perspective on  ASEAN Economy」

経済産業省通商政策局アジア大洋州課

課長補佐 植田一全氏

2016年度 「ASEAN-Japan Economic Cooperation」

経済産業省通商政策局アジア大洋州課

課長補佐 伊藤充洋氏



過去のワークショップの様子



期待される効果 － 大学生全体 －

写真： 2016年度開催のワークショップより

大学生が自国を客観視し、各国の問題意識を理解する。

宗教から民族、言語にいたるまでの多様性を持つアセアンからの留学生と、日本
人大学生とが、グループによるワークショップを通して、将来異なる国籍の人間同
士で仕事する環境のイメージをつかむ。

国立オリンピック記念青少年総合センターでのプログラムや、団体行動、英語での
コミュニケーション体験を通じて、適応力や柔軟な思考力を高める。

日本とアセアン各国との相対化

多様な価値観の中で協働するためのイメージをつかむ。

限られた状況・環境下において活躍するための肉体的・
精神的な力を身につける。

～ 事後感想文に寄せられた参加者からのコメント ～

 自分とは異なる視点に触れ、視野を広げるきっかけになった。

 事業終了後もSNS等で連絡を取りあうネットワークも構築できた。現在も交流が

続いている。



期待される効果 － 日・アセアン別 －

自国と相手国との違いを体験的に認識することで、

自国の事情に対する理解をより深める。

自分にとっての「母国」を再発見する。

～ グローバル人材になるには、確固たる自己も必要 ～

日本人大学生 アセアン国費留学生

自らが発信主体になることの重要性

を認識し、英語力を強化する。

～グローバル人材として外国人

とかかわっていくには、交渉力や

情報発信力、自己表現力の開発

が必要不可欠～

外国人、とくにアセアン留学生の学

びに対する積極的な姿勢に触れ、日

アセアン関係を理解する。

日本人大学生との合宿・ディスカッ

ションを通して、日本を体験的に理

解する。

～日本人の考え方、価値観、自

然環境、生活習慣、宗教観や歴

史認識～

自国と日本との違いを日本人に発

信し、理解を求めるコミュニケーショ

ン力の必要性を認識する。

写真： 2016年度開催のワークショップより



＜日本人大学生より＞

 アスジャ生の当事者意識に圧倒された。彼らにとって政治や社会問題は大変身近で、自分たち

が解決しなければならないと思っている。自分も時事問題により敏感になった。

 留学生との交流にはこれまでも参加しているが、アスジャのワークショップのようにアカデミックな

テーマで、英語でディスカッションするものはあまりなかった。将来留学を考えているので、留学

先での様子が想像できてとてもよかった。

 この事業をきっかけとして、言語能力や情報発信力を高めようと思い努力するようになった。英

語力もさらに強化したい。

＜アセアン国費留学生より＞

 様々な国や専攻の学生とディスカッションすることで、考え方の違いを理解することができた。ま

た、自分の専門分野以外のテーマについても勉強することができた。

 日本政府の外交政策や、日本人のアセアン諸国に対する見解について理解を深めることができ

た。

 日本人はまじめで礼儀正しく控えめで、あまり話さないという印象をもっていたが、自分の意見を

積極的に上手な英語で話す日本人学生が多くいることがわかった。普段の大学生活では日本人

学生と話す機会が少ないので、ワークショップで日本人と友だちになれてうれしかった。

期待される効果 ～ 参加者から寄せられたメッセージより ～



アスジャ・インターナショナルについて

概要

1. アスジャ･インターナショナル ASJA（Asia Japan Alumni） International （以下、アスジャという）は、

2000年4月に設立された国際的な組織である。当初5カ国で発足し、現在10カ国(インドネシア、マ

レーシア、フィリピン、シンガポール、タイ、ミャンマー、カンボジア、ベトナム、ラオス、ブルネイ)が加

盟している。

2. アスジャは、日本国外務省の拠出金を受けて、アセアン元日本留学生評議会（ASCOJA＊）に加盟

する各国元日本留学生会が推薦する奨学生制度を運営してきた。日本の大学院における教育研究

を支援するとともに、留学生に日本語習得及び日本文化・日本人を理解する機会を提供し、将来の

日本とアセアンとの架け橋となるリーダーを育成することを目的としている。各国1名の奨学生を受

入れ、2016年度までの修了生は118名である。

3. 2009年の「事業仕分け」を受け奨学金制度は廃止されたが、2014年度の政府予算において新たに

｢アセアン留学生交流等拠出金｣が計上され、文部科学省国費留学生を対象に交流事業は引き続き

実施できることになった。2017度はアセアン10カ国から各国元日本留学生会が推薦した国費留学生

(大学院生、学部生) 22名をアスジャ国費留学生として採用した。これにより、2017年度のアスジャ

国費留学生は、大学院生68名、学部生10名の計78名である。

写真： 2016年度開催のアセアン祭り（留学生自主事業）「美しいアセアン」



組織・運営

(1) 理事会

① ASCOJA加盟国10カ国より各国1名の理事、及び日本側の顧問・理事によって構成される、

最高意思決定機関である。

② 事業計画案、予算案、事業報告及び収支決算報告等を審議するため、年に2回開催される。

(うち1回は書面審査)

(2) 事務局

① 事務総長は理事会により任命され、事務局は、事業計画案、予算案等を作成し、理事会の承認

を得て実施する。

＜事務局の構成＞

事務総長 佐藤次郎 （（一財）日本語教育振興協会理事長）

専任職員他 3名

② 事務局は、独立行政法人日本学生支援機構東京日本語教育センター（東京都新宿区北新宿3

丁目22番7号）に設けられている。

 1974年に故福田赳夫元首相（当時の大蔵大臣）の呼びかけで始まった、外務省招聘事業「東南アジ

ア元日本留学者の集い」で交流を深めた各参加者たちが中心となり、ASEAN各国の元日本留学者

同士の交流を目的として1977年6月に設立された。

 元日本留学生が組織するASEAN各国の元日本留学生協会の連合体組織であり、各国において日

本文化・日本語などの普及活動を、日本大使館と連携しつつ実施している。

 現在の加盟国は、ASEAN10カ国である。（インドネシア、マレーシア、シンガポール、タイ、フィリピン、

ブルネイ、ミャンマー、カンボジア、ベトナム、ラオス）



＜理事会名簿＞ 第9期： 2016年4月 ～ 2018年3月

顧問 田島 高志
元駐カナダ特命全権大使

元駐ミャンマー特命全権大使

日本理事 小川 郷太郎
元駐カンボジア特命全権大使

元駐デンマーク特命全権大使

インドネシア理事
ヒデキ・アマング

Mr. Hidekie Amangku

インドネシア元日本留学生協会（PERSADA）

事務局長

マレーシア理事
ウィ・チーキョン

Dr. Ooi Chee Keong
アスジャ理事会議長
マレーシア元留日学生協会（JAGAM）前会長

フィリピン理事
ホセ・カマチョ

Dr. Jose V. Camacho
フィリピン元日本留学生連盟（PHILFEJA）会長

シンガポール理事
イー・ジェンエン

Mr. Yee Jenn En
シンガポール留日大学卒業生協会（JUGAS）会長

タイ理事
サムラン・チュードアングン

Dr. Samran Chooduangngern
タイ王国元日本留学生協会（OJSAT）前会長

ミャンマー理事
シー・シー・シィエン

Prof. Si Si Shein
ミャンマー元日本留学生協会（MAJA）会長

カンボジア理事
ブテイ・モニラ
Dr. Vuthy Monyrath

カンボジア元日本留学生協会（JAC）会長

ベトナム理事
ゴ・ミン・トゥイ

Dr. Ngo Minh Thuy
ベトナム元日本留学生協会（JAV）会長

ラオス理事
ブアソン・ボンタボン

Ms. Bouasone Vongthavone
ラオス元日本留学生会（JAOL）前会長

ブルネイ理事
チン・ウェイケイ

Dr. Chin Wei Keh

ブルネイ元日本留学生会（BAJA)会長

ASCOJA議長

事務総長 佐藤 次郎 （一財）日本語教育振興協会理事長

写真：第30回アスジャ・インターナショナル理事会

アスジャ・インターナショナルについて



事業内容

（1） 留学生支援（交流事業）＊2016年度実施

オリエンテーション及び歓迎会（2000年度より実施）

アスジャ設立趣旨、アスジャ事業の理解を深め、留学生同士の交流を図る。

国際理解教育（2000年度より実施）

アスジャ国費留学生の自国文化、習慣を紹介し、日本人児童・生徒との交流を図る。

ホームステイ （2000年度より実施）

新入生を対象に約1週間の日本人の家庭生活を通じ、日本文化、生活習慣を体験し理解する。

日本文化体験（2004年度より実施）

日本の伝統文化（歌舞伎、能楽、茶道等）に触れる機会を設け、日本文化の理解を深める。

地方産業文化体験（2017年度より実施）

アスジャ国費留学生の2年生、3年生を対象に、3泊4日で地方に出かけ、日本の企業見学・企業と学生

のマッチング、地方文化体験等を行い、日本理解を深める。

アセアン祭り（留学生自主事業）（2003年度より実施）

アスジャ国費留学生による企画、実施の事業。自国の概要、料理，民族衣装等を日本人や他の留学

生たちに紹介する。

修了式及び活動報告（2000年度より実施）

アスジャ国費留学生としての修了式と留学生より研究成果等の発表等を行う。

アセアン国費留学生と日本人大学生との国際交流ワークショップ（2014年度より実施）

アスジャ国費留学生と日本の大学生が宿泊交流を通じ、お互いの国の文化や日本とアセアン各国の

課題や協力について英語で意見交換を行い、相互理解を深める。

能楽体験＠杉並能楽堂 地方産業文化体験＠毛越寺日本人大学生との国際交流ワークショップ



（2）ASCOJA各国元日本留学生会の活動の支援

① 留学生会指導者等の招聘

毎年東京でアスジャ理事会を開催する。また、理事会開催期間中にASCOJA幹部会開催

の支援を行う。

② ASCOJA総会、ASCOJA幹部会への参加

毎年開催されるASCOJA総会及びASCOJA幹部会に参加し、ASCOJA各国元日本留学

生会と連携を深める。

（3）アスジャ・ASCOJAネットワーク強化支援

① オンライン・プラットフォーム

アスジャがASCOJAとの一層の連携協力を図っていくとともに、ASCOJAネットワーク強化

の支援のため、2015年度よりアスジャのサイト上でASCOJA関係情報を掲載。

② アスジャ・ASCOJA分野別シンポジウム

人材交流、ビジネス交流等の分野別シンポジウムを、アスジャ・ASCOJA・実施国元日本

留学生会との3者共催で2015年度より始め、2017年度は年3回開催する。

写真：福田康夫元内閣総理大臣を迎えて開催された第21回
ASCOJA総会＠フィリピン・マニラ市

アスジャ・インターナショナルについて



参加者の感想

手代木 秀太さん（群馬大学）

プログラムを通して、どのような成果を得ることができましたか。

出身地域が異なると、政策や慣習に対する捉え方が大きく異なってくる。その様な多彩なバックグ

ラウンドを持つ人々と、日本・ASEAN諸国がWin-Winの関係を得ることが出来るプランを考え、発表

したことで、互いの持ってない部分を共有し、幅のある思考力を養うことが出来た。

また自分の専門である医学のフィールドに限らず、芸術や、経済など様々な視点を持った人々と

知り合いになれたことで、今後自分の専門の枠を超えた発想をする契機にもなったのではないかと

考える。貴重な友人づくりの場にもなった。

他にもビジネスの現場でのプレゼンを経験してきたASEAN各国の友人から、英語でのプレゼン

テーションの方法論のアドバイスを貰ったことは貴重な経験であった。日本語で学生が行うプレゼン

テーションとは一味違った間のつなぎ方や、独特の理論の構成の仕方を間近で体験し、発表を共に

作り上げることが出来た。

活動中、印象に残ったエピソードを教えてください。また、そのエピソードが印象に残った理由を教え

てください。

プロジェクトを考える際に、自分は日本の保険制度をASEAN諸国に導入することを考えたが、石

油マネーによって医療費が無料である国があったり、国民が医療にかけたいと思う費用や質の違い

が見られたりしたことが印象に残っている。日本とASEAN諸国間の差異でだけでなく、ASEAN域内

の国々でも医療制度に対する捉え方は異なり、一律の基準を設けることの難しさを感じた。この経

験からは、自分の不勉強さを痛感すると同時に、自分の考える自国制度の長所が必ずしも広く世界

に甘受されるものではないということを学んだ。いかに制度の優れている側面を異なる価値観を持

つ地域に、分かりやすくメリットとして示すことが出来るのか。これは非常に難しい問題だと感じた。

また一方で、自分が制度の長所と考えている点は果たして本当に長所であるのか、そんな疑問が

惹起されより深く学んでみたいとも感じるようになった。

写真： 2016年度開催のワークショップより



参加者の感想

宮本 啓さん（早稲田大学）

プログラムを通して、どのような成果を得ることができましたか。

この事業を通じて3つの成果を得ることができました。1つ目は、グループリーダーを通じ

て得た、他人を配慮する力です。プレゼン準備中では、話し合いの方向性を決め、またメ

ンバー全員が常に共通認識を持つように努めました。例えば、留学生が話す複雑な英語

を、英語が苦手な日本人に日本語で説明してあげたり、日本人が複雑な説明をしたいと

きに、それを留学生に英語で説明してあげたりといったことです。2つ目は、ASEANと日本

の関係へのさらなる興味、関心です。プレゼンテーション大会を通じて、ハラルフードしか

食べられないイスラム教信者への日本の対応策や、ASEANと日本でのフードオリンピック、

日本で働くASEANからの外国人へのビジネスマナー講座など、興味深いアイデアを知る

ことができました。これにより、「この先、急成長していくASEAN諸国と日本の関係をよりよ

くするにはどうすればよいか」ということを、自分の中で自然と考えられるようになりました。

3つ目は、留学生の、大学での勉強への熱心さや、大学卒業後のキャリアプラン、将来の

高い目標などを聞いたことで、自分の未熟さを痛感できたことです。それにより、私も皆に

劣らず、自分の目標に向けて突き進んでいこうという気持ちを強く持つことができました。

活動中、印象に残ったエピソードを教えてください。また、そのエピソードが印象に残った

理由を教えてください。

印象に残ったのは、体育館でプレゼンテーションのグループメンバーでレクリエーション

を行った時です。その時までは、プレゼンの進捗具合などを不安視して、グループ内にあ

まり良い雰囲気が流れていなかったような気がしましたが、レクを通じてお互いに笑い

あったことで、グループでの仲が良くなり、その後のプレゼン準備の雰囲気が明るくなった

と思います。

最終的には我々の提案するプロジェクトは食を通じた文化交流になったが、その中でも互

いの文化や食に対する姿勢の何が双方にとっての利点であるのかが、宗教や国の経済

力、食文化の知名度によって異なっており、非常に印象に残っている。

次回参加する日本人学生へのメッセージをお願いします。

日常会話の英語を磨くことは、英会話教室や英語でのドラマを視聴することで向上する

ことが出来ますが、学生時代に英語でプロジェクトを考え、ビジネスの様に発表するという

経験はこのプログラムに参加しない限りなかなか得ることの出来ないものであると思いま

す。

またASEAN諸国を代表する優秀な皆さんや高い意識を持った日本人大学生と交流する

またとない機会です。このプログラムは自分の将来の糧となるだけでなく、非常に楽しい

夏の思い出になるものでした。是非参加されることをおすすめします。



次回参加する日本人学生へのメッセージをお願いします。

ASEAN諸国の友達が欲しい方、外国人とのグループワークを通して自分の発言力やディスカッ

ション能力を高めたい方、楽しく国際交流をしたい方、自分の英語力を上げたい方、留学生が持つ

高い目標や野心などに刺激を受けたい方などには素晴らしい企画だと思うので、ぜひ参加していた

だきたいと思います。英語力が全くなくても参加することはできますが、私個人の意見としては、英

語が喋れた方がコミュニケーションも円滑にとれるし、英語がしゃべれないよりは絶対的に楽しいの

で、参加前に英語力を鍛えておくことをお勧めします。また会議中は、己の挑戦の場だと思い、ミス

を恐れずにどんどん積極的に発言をしてください。英語が拙くたって構わないです。伝わらなかった

ら、もう１度丁寧に伝えればいいんです。プレゼン中も、自分に自信をもって、堂々と前に立ってス

ピーチした方が良いです。このイベントは、将来の自分に向けた準備イベントです。失敗したとしても

誰もあなたを責めないし、なんのデメリットもありません。何もやらずに、失敗経験も成功経験も得ら

れないことが一番もったいないことなので、とにかく自発的に動いてみましょう。がんばっている姿を

見せれば、周りも協力してくれます。来年、より多くの日本人が参加してくれることを願っています。

岡島 あすかさん（千葉大学）

プログラムを通して、どのような成果を得ることができましたか。

文化、専攻、考え方、バックグラウンドが違うメンバーとディスカッションを続け、プレゼンテーション

を作っていく中で、多くのこと学ぶことができました。私たちが提案する施策をサポートするために必

要なデータがなかなか見つからず、困っていた時、そのデータを探すための違ったアプローチを教

えてもらい、このような探し方もあるのかと気づきました。また、自分の専攻に関わる「農業」もテー

マとしたため、自分の学んでいることを、農業について学んでいない人にも分かり易く伝えることの

難しさを強く感じ、今後は学んだことを誰かに伝えることを前提としたインプット、アウトプットに、力を

入れていかなければならないと痛感しました。このワークショップを通して、改めて自分の立ち位置

を把握し、今後、どのような力を身につけ、意識していく必要があるか学び、次への一歩となる貴重

な機会になりました。

活動中、印象に残ったエピソードを教えてください。また、そのエピソードが印象に残った理由を教

えてください。

議論が活発になり、一部が話し合いについていけなくなると、一度止まって全体を確認して、みん

なが議論に参加できるように、「それぞれがゆっくり話すこと。分からない部分や何か意見があった

ら、話している途中でもいいから、言ってね」とみんなで考えを出し合って、グループ全員で考えをま

とめていこうとしてくれたことが嬉しく、このメンバーと共にプレゼンテーションに向けて一生懸命取り

組むことができ、良かったと感じました。常に互いに助け合い、伝えたいことをうまく伝えられない時

は、周りが「こういうこと？」と言い換えてくれ、何度も辛抱強く私の言葉を理解しようとしてくれました。

相手と真正面から向き合って伝えようとすれば、言葉の壁も関係なく、伝わるということが分かり、恐

れる必要はないと分かりました。



参加者の感想

次回参加する日本人学生へのメッセージをお願いします。

英語をうまく使えず、十分にコミュニケーションがとれるか不安に思う方が多いと思いま

す。私自身、参加前はどんなことをやるだろうかという楽しみに思う気持ちもありましたが、

不安の方が大きかったです。しかし、参加してみると、学ぶことが多く、思った通りに行か

ないときは、いつもグループのメンバーが助けてくれたため、不安より、考えをしっかりと

伝えたいという思いの方が強かったです。伝えたいことがあれば、「理解してもらえるかな、

きちんと伝わるかな」と心配になって、伝えることを諦めるのではなく、とにかく言葉を発す

ることが重要です。その思いがあれば、誰かが必ず耳を傾け、一緒に伝えようとしてくれ

るはずです。私も、最初は言いたいことがあっても、なかなか言葉にすることができません

でしたが、勇気を出して伝えてみると、周りのみんなが優しく受け止めてくれました。恐れ

ずに、一声だせば、その思いは伝わるので、まずは声を出して、自分の考えを外に出すこ

とが大切であると思います。周りの優しさを感じながら、多くのことを学び、考えることがで

きる素敵な国際ワークショップです。できるだけ多くの人と触れ合い、それと同時に、自分

自身と向き合う貴重な機会になることを祈っています。

中村 優さん（上智大学）

プログラムを通して、どのような成果を得ることができましたか。

この事業を通して、様々な国や大学、専攻の人たちと協力して一つの事を成し遂げられ

たという自信を得ることが出来ました。ワークショップの初日は初対面ということもありなか

なか話し合いが進まず、良いプレゼンテーションを作り上げられるのだろうかと少し不安に

なりました。しかし、だんだんと皆で意見を言いやすい雰囲気を作っていき、それぞれの経

験から学んだことをグループ全体で共有し、少しずつプレゼンテーションの準備を進める

ことが出来ました。そして最終日にプレゼンテーションを終え、様々なバックグラウンドを持

つメンバーと一丸となって目標を達成できたという自信を得ることが出来ました。

また、今回の事業ではアセアン諸国の留学生や日本の他の大学生とのネットワークを

構築することが出来ました。ワークショップの後にも個人的に連絡を取り合って一緒に出

掛けたり食事に行ったりして、交流が続いています。かけがえのない仲間を得ることが出

来たと思いますし、私たちの友好関係が今後の日本とアセアンのより良い関係に繋がっ

ていくことを望んでいます。

写真： 2014年度開催のワークショップより



活動中、印象に残ったエピソードを教えてください。また、そのエピソードが印象に残った理由を

教えてください。

印象に残ったエピソードは、プレゼンテーション発表前夜にグループで集まって発表の準備を

したことです。準備は夜遅くまでかかってしまいましたが、全員が良いプレゼンテーションを作り

たいという思いで一生懸命準備をしていたと思います。発表の前日の夜、公式の活動の時間内

にプレゼンテーションのリハーサルをする時間を取れなかったため、自主的に集まって発表の練

習をしました。皆かなり疲れている中でしたが、このリハーサルの時間は、チームが一丸となっ

ているということを一番感じさせてくれる時間でした。この時間があったからこそメンバーの団結

力が高まり、本番のプレゼンテーションの成功へとつながったと思います。

次回参加する日本人学生へのメッセージをお願いします。

もし参加をするかどうか迷っているのでしたら、是非参加していただきたいと思います。二泊三

日と言う短い時間ではありますが、アセアンの諸国や他の大学の日本人学生と、有意義で濃い

時間を過ごすことが出来ると思います。また、このワークショップは普段の大学生活では出会え

ない人たちと出会うきっかけにもなりますし、ワークショップ後も一生の友人として付き合える人

たちに出会えるかもしれません。私はこの事業への参加は二度目でしたが、二回とも「大変だけ

ど楽しかった！」と言える、いい経験となりました。是非みなさんにとっても大学生活の中でかけ

がえのない経験になればいいなと思っています。

参加者の感想

写真： 2014年度開催のワークショップより



参加者の感想

ヒヤ・フェビエンさん（アスジャ・シンガポール国費留学生・京都大学大学院）

この事業で、日本の大学生と交流して、日本や日本人に対するイメージはどのように変わ

りましたか。

日本の大学生との交流は実り多いものになりました。現在私は大学院で研究をしていま

すけれど、学部学生と話す機会がありません。ですから日本の大学生と交流する前は学

部学生の考え方が分かりませんでした。前に高校生との交流で若い世代の考え方と態度

を理解できましたけど、彼らの先輩に当たる大学生はどんな希望や、夢などを持っている

か、またどんな態度をとるかイメージできませんでした。第一印象は日本の大学生は少し

シャイだということでした。ですが時間が経つにつれ、打ち解けて、段々楽しくなりました。

ワークショップは英語で行われたから、大学生は難しいと思ったはずですが、一生懸命英

語で話していました。いい態度だと思いました。

活動中、印象に残ったエピソードを教えてください。また、そのエピソードが印象に残った

理由を教えてください。

ワークショップ中、多くの思い出に残るイベントがありました。例えばいろいろなグループ

パフォーマンスやラジオ体操です。その中で一番印象に残ったエピソードは、二日目の夜

に午前1時までディスカッションをしたことです。眠い状態でコーヒーを飲みながら、発表の

スライドを作って、プレゼンテーションスクリプトを書いて、けっこう面白いシナリオができた

と思います。結局、皆寝不足ながらもちゃんと翌日の活動をやって、発表も成功しました。

その様子から皆の真剣な取り組みが見えて、感動しました。今回のワークショップは素晴

らしい経験でした。私たちは多くの国からの友達を作ることができました。

将来、日本と自国、日本とアセアン諸国の架け橋のリーダーとなるために、この事業で学

んだことはどのように役に立つと思いますか。

前回のアセアン文化祭典と同じように、将来のリーダーにとって、この活動はネットワー

クの構築と友達作りの良い機会となりました。重要なことは、ワークショップで、さまざまな

研究分野の連携が容易になったことです。様々な専攻の学生が自分たちの知見を組み合

わせ、それを具体的な提案に作り上げました。将来のリーダーにとってメンバーの強みを

結集して、実行に移すことは重要なスキルです。さらに、多国間の関係が深まるように、将

来のリーダーは、取り組み方やバックグラウンドがさまざまなメンバーと協力し、共通の目

標に向かって進むのです。

日本の大学生と交流した三日間のワークショップは良い勉強になりました。来年もぜひ

つづけてほしいです。



参加者の感想

活動中、印象に残ったエピソードを教えてください。また、そのエピソードが印象に残った理由を教え

てください。

活動中、印象に残ったエピソードは発表会の前に、みんなで一生懸命練習したことです。練習のと

きはお互いに誰が何ができて何ができないかを検証しながら、コメントし、直していきます。みなが納

得できるまで練習を続けました。このことにより、それぞれを尊重しながら、相互理解も生まれました。

お互いに信頼関係を構築することができました。また、もうひとつ印象に残ったエピソードは、運動

会のときのことでした。交流会は普段はあまり交流したことがグループと交流ができて、良かったで

す。特にラジオ体操の練習のときは、簡単に見えますが、実際に自分でやってみたら、かなり難しい

です。けれども、日本人の大学生に優しく教えてもらったおかげで、少しずつできるようになりました。

将来、日本と自国、日本とアセアン諸国の架け橋のリーダーとなるために、この事業で学んだことは

どのように役に立つと思いますか。

この事業で学んだことはコミュニケーション能力です。事業の最終日に発表会があるため、その前

にみんな一生懸命に練習しました。どのようにしたら聞く人に伝わるかを考えました。いくら知識を

持っていても、伝える能力がないと、自分の言いたいことが伝わりません。そして、自分の持った知

識・自分の考えを他人に伝えたいとき、上手に伝えないとリーダーにはなれません。リーダーとは説

得力を持つ必要があります。上手く人を説得して、自分が思った戦略・政策を行動してもらうのは

リーダーの役割です。私は将来、日本と母国の架け橋のリーダーになるために、今のうちに、コミュ

ニケーション能力を磨いて行きたいと思います。将来、人を説得する機会が増えるからです。

キンサモン・スックウィサンさん（アスジャ・ラオス国費留学生・埼玉大学大学院）

この事業で、日本の大学生と交流して、日本や日本人に対するイメージはどのように変わりました

か。

日本の大学生と交流することによって、お互いにイメージも変わりました。私は最初は日本人の大

学生は外国人留学生と交流するのはあまり得意ではないと思っていました。なぜかというと、日本

人の大学生は人前で意見をいうのは得意ではなく、恥ずかしがることが多いからです。けれども、お

互いに時間をかけて、交流することによって、信頼関係も生まれました。それから、お互いに助け合

うことで、相手の気持ちに共感できました。初めて会ったときは遠慮がちな日本人の大学生たちも、

だんだん慣れるととても優しいです。友達が何か困ったときに、自分のことのように助けます。私は

この事業を通して、日本人の大学生に対してとてもいいイメージを持ちました。さらに日本人の大学

生は礼儀正しい学生だというイメージも持ちました。

写真： 2016年度開催のワークショップより



参加者の感想

マービン・アン・ケット・シオンさん（アスジャ・ブルネイ国費留学生・一橋大学

大学院）

この事業で、日本の大学生と交流して、日本や日本人に対するイメージはどのように変

わりましたか。

私は昔から日本人大学生と接触する機会が国にいる時たくさんありましたので、以前

からの日本人の印象はほぼ変わらないと思います。一般的な日本人はみんな優しい

人々です。しかし、日本人はある癖があります。それは外国人と外国語で話すのが苦手

なことです。しかし、一年以上外国に住んだ人で、緊張せずに私たちと最初から英語で

会話する人もいます。私のグループの日本人大学生は、最初上手く話せる人は二人し

かいなかったけど、お互いをもっと理解して仲良くなった瞬間に、みんな英語をだんだん

使い始めました。作業をする時はみんな真面目で自分の役目を果たす人たちです。私

にとって、この事業で一番良かった点は新しい友人関係を得られたことです。なぜなら、

今でも時間があれば時々私たちアスジャ生は日本人大学生と一緒に出かけるからです。

活動中、印象に残ったエピソードを教えてください。また、そのエピソードが印象に残っ

た理由を教えてください。

一番印象的なエピソードは公式の活動が終わった後のお茶会です。この三日間の活

動はとってもスケジュールがタイトで、あまり会話する時間がありません。深夜までアス

ジャ生と日本人大学生は一緒に残ってお互いもっと仲良くなるために様々なことを話し

ました。私たちはまるで幸せな家族みたいだと私は感じました。お互いの悩みを心配せ

ずに話せます。それだけじゃなく、自分たちの発表したい内容について他のグループの

人たちの意見を取り入れることもあります。この時の私は自分の国にいる友人たちのこ

とを思い出しました。私たちも良くこのようなお茶会をして様々なふざけた話をしました。

次のワークショップはもっとゆっくりしたペースで三泊四泊ぐらいの弁論会の設定を提案

したいと思います。

将来、日本と自国、日本とアセアン諸国の架け橋のリーダーとなるために、この事業で

学んだことはどのように役に立つと思いますか。

この事業で学んだことや経験は将来日本とアセアン諸国の新しいプロジェクトにつな

がるかもしれません。そして、この事業を通してアセアンの十か国の中にブルネイをよく

知る日本の大学生は一人もいないことが明らかになりました。そもそもブルネイに関す

る情報はほとんどありませんと日本人大学生が言いました。だから、まずブルネイの情

報を日本人にもっと公開しなければなりません。お互いの国の政治的な関係をもっと強

くするために、まずは国民がお互いの習慣、宗教、文化などをもっと理解することが必要

です。日本だけじゃなくて他のアセアン諸国のことも学ぶ必要があります。



参加者の感想

グアン・チャイ・ユーさん（アスジャ・マレーシア国費留学生・九州大学大学院）

この事業で、日本の大学生と交流して、日本や日本人に対するイメージはどのように変わりました

か。

この事業では私のグループに4人の日本人大学生がいました。4人のうちの3人が大学学部の1年

生と2年生です。それに対して、アスジャ国費留学生等は大学院に在籍しています。年齢が離れて

いるため考え方・やり方が違っています。日本人大学生等は自分の考えや発想を他人に伝えるの

を控える傾向があります。この事業は大学4年次のゼミと同じで、すべてのことを自分自身の判断で

決めないといけません。彼らがこの短い間に大学卒業生と同じ判断し、実践していく力を身につける

のは難しい。しかし、自らの発表の原稿を最後までつくってきた彼らの姿を見ると感動せずにはいら

れませんでした。発表会本番に向けて準備するため、発表の前日に日本人の大学生は誰よりも練

習を重ねて努力しました。このような自己向上心と絶えまない努力する姿勢をみると、彼らの精神面

での強靭さに驚きを隠せません。

活動中、印象に残ったエピソードを教えてください。また、そのエピソードが印象に残った理由を教え

てください。

この事業で首都圏日本人大学生との交流を通して、日本に於いての英語教育をより一層理解で

きました。英語圏の国に留学した経験があり、語学を専攻する日本人大学生は英語を上手に話せ

るのは珍しくないものです。しかし、今度の事業で留学せず、語学系ではない日本人大学生等もよ

どみなく英語を話せることがかなり印象に残りました。彼らの共通点は彼らが都会の小中高学校に

就学していたことです。都会では留学生が比較的多いため、外国人との交流機会も多いのではな

いかと思いました。高校時代にいろんな国際交流キャンプに参加してネイティブと英会話をした経験

を持つ日本人大学生は緊張せずに自信を持って英語を話しています。その様子を見ると私は英語

で十分コミュニケーションをとれる教育があれば英語への苦手意識を払拭できると思います。

将来、日本と自国、日本とアセアン諸国の架け橋のリーダーとなるために、この事業で学んだことは

どのように役に立つと思いますか。

2年前まだ新入生である私は第1回国際交流ワークショップに参加したことがあり、今度再び参加

して日本人の皆様が参加している目的はそれぞれだと気づきました。このような討論会は多国籍企

業の環境を模していると考えられます。教育環境による価値観・考え方の違い、メンバーの視点に

より提案したアイディアの相違は、グループ目標の達成を奥深いものにしています。また、私のグ

ループは食文化との関係があり、気が合うテーマを選んだためスムーズに作業が進行できました。

例えメンバーの意見が不一致だとしても、全員が同じ方向を目指せばグループ自ら主体的に動く組

織が出来ることは、グループ全員が私に教えてくれたことです。



参加者の感想

デヴィナ・ハディナタ・ウィボウォさん（アスジャ・インドネシア国費留学生・

大阪大学）

この事業で、日本の大学生と交流して、日本や日本人に対するイメージはどのように変

わりましたか。

この事業に参加するのはもう2回目でしたが、この事業で日本の大学生と交流して、私

の日本や日本人に対する興味をもう一度復活することができて、本当によかったと思い

ます。去年ずっと外国人に囲まれた私は、今年の四月から新しい大学に入学して、日本

人の友達を作ることがなかなかできなくて、困難しています。その理由は文化の違いで

あり、言葉の壁かもしれませんが、たまに悩みを感じたり、諦めたくなってしまったことも

ありました。しかし、この事業で会った日本人の大学生たちはとても親切で、話しやす

かったです。短い間でしたが、友達ができた気持ちが出てきて、機会があれば、また会

いたいと思います。この事業のおかげで、前向きに大阪に戻ることができてよかったと思

います。

活動中、印象に残ったエピソードを教えてください。また、そのエピソードが印象に残っ

た理由を教えてください。

活動中、私にとって一番印象に残ったエピソードは二日目に絵を描いた時です。私の

思い出の中で、最後に絵を描いたのは中学校のころでした。小さい時からずっと絵を描

くことが好きでしたが、高校生になったら、勉強が忙しくなって描く時間が無くなりました。

アスジャの活動で久しぶりに絵を描かせられ、びっくりしましたが、嬉しかったです。しか

も、チームメンバーと一緒にやっていて、とても楽しかったです。私も他の人と一緒に絵

を描くことが初めてで、挙げられたテーマも結構不思議なので、どんな結果になるのか

が全然わかりませんでした。しかし、知らない日本人の大学生たちと一緒に話し合って、

一緒に描くことができて、本当に良かったと思います。

将来、日本と自国、日本とアセアン諸国の架け橋のリーダーとなるために、この事業で

学んだことはどのように役に立つと思いますか。

将来、日本と自国、日本とアセアン諸国の架け橋のリーダーとなるために、もちろん日

本人の理解や日本と自国あるいはアセアン諸国の知識が必要です。この事業で、その

両方のことを学ぶことができて、とてもよかったと思います。この事業で、たった三日間

で現在における問題について日本人と話し合って、お互いの意見を聞いて、一緒に解

決策を探し、多くの人々に発表することは決して簡単なことではありません。しかし、こ

れはどう考えても、私たち、アスジャ生として、自国について、他のアセアン諸国につい

て、また日本についての知識を深める機会だけでなく、日本人の友達を作る機会でもあ

り、あまりにも貴重な経験です。将来、架け橋になると期待される私たちはもっと難しい

ことをしなければならないかもしれませんが、その時にこの経験を思い出せばと思いま

す。



参加者の感想

活動中、印象に残ったエピソードを教えてください。また、そのエピソードが印象に残った理由を教え

てください。

活動中、私の心に残った印象は日本とアセアンの学生のやり方である。事業では日本人とアセア

ンの学生たちは発表しないといけないので、誰でも完璧に成果を出したかった。参加国を数えれば、

11カ国の学生から出席したに違いない。その11カ国の準備方法は11の方法になるのではないかと

考える。従って、私はその11の準備方法を学ぶようになって、非常に珍しい機会だった。私はカンボ

ジア人となんらかの課題について協力したことがあるが、外国人とは初体験だった。諸国の学生は

テーマやデータ収集などについて様々な意見を出し、道を右にまがっても、まっすぐに行っても、全

部の意見は有利だった。諸国の学生から見習いながら最後日までとても楽しく参加した。

将来、日本と自国、日本とアセアン諸国の架け橋のリーダーとなるために、この事業で学んだことは

どのように役に立つと思いますか。

将来、日本とカンボジア、日本とアセアン諸国の架け橋のリーダーとなるために、この事業は以下

のように役に立ったと考える。まず、日本、アセアン諸国と問題の考え出発点や解決方法について

色々な意見を交換した。そのときをきかっけに、日本とアセアン諸国の問題を理解できて、自分の知

識が広がっていくと思っている。次に、問題と解決法を考えながら、自国の代表として他国とどのよ

うに外交を上手く行うかについて体験した。意見を出すのは議論のときに不可欠なものであるが、

他国の文化に何が影響を与えるか考える必要がある。それに加えて、自分自身は他国と協力して

物事をどのように円滑に進むか新発見になったと思う。

クンティアー・スレイソチェターさん（アスジャ・カンボジア国費留学生・東京大学大学

院）

この事業で、日本の大学生と交流して、日本や日本人に対するイメージはどのように変わりました

か。

私はいつも日本が自然だけではなく経済も豊かな国だと思っている。何でも商売している新宿、渋

谷、池袋に行くとき、自分の国がいつか日本と同じようになって欲しい。しかし、それはただ日本に

対して一部の見方である。私はこの事業に参加しないことには、日本に滞在している諸外国人の

困っていることが分からなかっただろう。事業でそれぞれの発表者はムスリムやアジア人向けの材

料、食材などの問題について取り上げた。実は、自分がアジア料理を作りたいとき、アジア材料販

売店を探してなかなか見当たらないが、その問題について気づかなかった。従って、この事業は自

分に日本での問題を考えさせ、それにもまして日本がまだ豊かとはいえないだろうというイメージに

変わった。



参加者の感想

ブイ・テャン・ツングさん（アスジャ・ベトナム国費留学生・明治大学大学院）

この事業で、日本の大学生と交流して、日本や日本人に対するイメージはどのように変

わりましたか。

Before participating in the program I have thought of Japanese students very differently.

At first I think Japanese students are very study-oriented and introvert. Partly because I

know that the Japanese University Entrance Examination is very hard and students must

prepare a lot. However, the Japanese students I met during the Workshop were very nice,

hospital and outgoing. They have traveled a lot in many countries in the world,

experiencing several cultures. Also they are really happy that foreigner students are

interested in Japanese culture. They have explained and taught me a lot about the Japanese

modern lifestyle and how to make friends with Japanese people.

活動中、印象に残ったエピソードを教えてください。また、そのエピソードが印象に残っ

た理由を教えてください。

The most interesting part of the workshop must be the group discussion and presentation.

In a very short time of only 2 days, we had to come up with a solution for a problem of

South-east Asian life in Japan. We have chosen to tackle the Halal food. It was a very

interesting yet hard topic as none of us are Muslim. However, we thought it was a very big

issue that would improve the life in Japan enormously. The time was limited. We also had

to work overtime for the project. Fortunately, at the end the final product was satisfying.

Everyone was happy as the hardwork finally paid off.

将来、日本と自国、日本とアセアン諸国の架け橋のリーダーとなるために、この事業で

学んだことはどのように役に立つと思いますか。

The Workshop is the first time I interact with young Japanese people. I have learnt a lot

about their ways of thinking. Also I have made a lot of new Japanese friends. These

experience and relationship are very important in the future for me. Additionally, students

from both sides, South-east Asian countries and Japan, have learnt a lot from each other

about the cultures and people. This understanding will be very essential.

写真： 2016年度開催のワークショップより
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活動中、印象に残ったエピソードを教えてください。また、そのエピソードが印象に残った理由を教え

てください。

私にとって印象に残ったのは、メインのディスカッションではなく、日本のラジオ体操についてです。

普段はあまり大事だと思われないことですが、実は日本のいい独特な習慣の一つであり、昔から今

まで学校や会社や公園などでもよく行われており、深い歴史的なものです。留学生にもあまり知ら

れていないし、日本人の若者も忘れていそうな習慣だと思います。今回のように日本人の若者に教

えてもらって一緒にやるのは彼らにとっても復習になるし、私達にとってもいい体験になりました。で

きれば、軽い感じではなく日本人が本格的にやっているような感じでその本物の大変さと厳しい訓

練を体験した方がいいと思います。このラジオ体操はアスジャの各事業に取り入れて、事業期間中

に毎朝活動の前に行うのもアスジャの独特な習慣の一つとして面白いかもしれないと個人的に思い

ます。それに、みんなが輪になり足を合わせて一斉に立ち上げるゲームもチームワークの性質が実

感できてとてもよかったと思います。

ソンプー・ニョッドマニーさん（アスジャ・ラオス国費留学生・東京工業大学大学院）

この事業で、日本の大学生と交流して、日本や日本人に対するイメージはどのように変わりました

か。

数年前の日本人の大学生と比べてみたら、大きく変わったのは英語力と外国人との接し方だと思い

ます。私が2007年に最初に留学した時には、英語ができる子はほとんどいなかったし、留学生とは

積極的に交流したがらない子も多かったです。今の大学生達はほとんどが上手に英語が話せるし、

留学生と抵抗なく楽しく交流ができると感じました。まさに今はグローバリゼーションだなぁと思いま

した。

将来、日本と自国、日本とアセアン諸国の架け橋のリーダーとなるために、この事業で学んだことは

どのように役に立つと思いますか。

この事業で日本人学生とアセアン学生が同じグループになり、ディスカッションをしながらあるテーマ

について発表したことによって、意見交換もお互いの考え方もある程度理解できるようになりました。

今後もこのように何かのプロジェクトについてやる時には、お互いに意見を自由に出し合って、お互

いの考え方を尊重しながら良い結論を出すことが大事だと感じました。また、グループの中であまり

意見を言えない人には相手に聞く姿勢を示しながら質問する形などのフローをするのも必要だと思

いました。最後に、忘れはいけないことは、いつも冷静に強い喧嘩なく平和に話し合って結論を出す

ことだと思います。私達のグループはもめることなく平和にディスカッションができてよかったです。

リーダーになるためにはみんなにとって公平か平和かなども考えながら行動するのは大切かもしれ

ませんが、私もまだまだですが、少しずつ訓練していこうと思います。
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この事業を通して主に二つの成果を得ました。

一つ目は、積極性です。今回の交流事業を通して非常に数多くのことを学ぶことが

出来たため、今後も同様の機会が合った際に積極的に参加したいと思うように至りま

した。

二つ目は、学習意欲です。ASEAN諸国の学生との議論を通して自分の世界諸問題

の知識の不足を実感するに至りました。それによって、現在、大学生活においてあら

ゆる分野の勉強に対して以前より熱が入るようになりました。

ASEAN諸国からの留学生と共に学べる機会はなかなかないです。彼らとディスカッ

ションやプレゼンテーションをして、とても刺激になりました。

ASEANにもともと興味のあった人はもちろん、そうでない人も、自分の視野が広がる

きっかけになると思います。

交流会もあり、留学生も日本人学生も楽しく親交を深めることができました。



参加者の感想

この事業に参加して、24時間アスジャの学生と一緒に生活することでずっと英語を話

さなければならない環境に身を置くことができ、英語を話すことを躊躇わなくなりまし

た。

今では、英語で日本人と話すと、外国に行ってたんですか？とよく聞かれます。外国

どころか飛行機にも乗ったことがないですと答えると驚かれます。英語はもう話せる

ものだと自分で思い込んでどんどん使っていこうと思います。

グループワークでは、ネットでデータを探す人、議論を仕切る人、SWOT分析を行う人

など役割分担が明確になされていました。私は、積極的に意見を発言することに徹し

ていました。この経験は私にとって自分の強みを作る必要性を認識するきっかけとな

り、大変印象深いものでした。



参加者の感想

英語を話せるようになるには外国に行かないといけないなんて嘘です。実際、私はこ

の夏１か月留学に行った友達よりも英語が話せる自信があります。それは、このプロ

グラムはかなりアカデミックな内容のディスカッションが多くをしめていたからです。

日本で合宿なんて意味ないと思わず参加すべきだと思います。アスジャの留学生は

とても優しいです。

英語の能力より必要なのは分かり合いたいと思う気持ちです。

参加する日本人学生には積極的に議論に参加してもらいたいと思います。

どれだけ積極的に議論に関わることが出来たかで、成長度合いが左右されると思い

ます。

英語が得意でないとしても、説得力のある人には皆真摯に耳を傾けますし、また話そ

うと努力する過程で英語力の上達を実感できると思います。



スケジュール

午前

国立オリンピック記念青少年総合センターに集合

オリエンテーション

アイスブレイク：参加大学生による自己紹介

午後

レクチャー

日アセアン関係について

ワークショップについて説明

①ディスカッション、グループワーク、プレゼンテーションのテーマについて

②ワークショップのスケジュールについて

グループワーク

① ステップ１：テーマの理解と問題点の確認作業、グループ内での役割分担決

定

② プレゼンテーションのテーマと、グループワークの進め方についてプレゼン

テーション

夜

夕食を兼ねた交流会

グループワーク

ステップ２：問題の解決策を話し合い、提言をまとめる

１日目 2017年8月31日（木）

＊スケジュールは2017年6月30日現在のものであり、今後変更する場合があります。

写真： 2016年度開催のワークショップより



2日目 2017年9月1日（金）

午前

エクササイズ＆レクリエーション大会

身体を動かしてグループワークで疲れた頭を休め、他グループのメンバーと

も交流を深める。

午後
グループワーク

ステップ２：問題の解決策を話し合い、提言をまとめる。全体発表会準備

夜
グループワーク

ステップ３：レジュメ作成、全体発表会前の最終準備等

午前
グループワーク

ステップ３：レジュメ作成、リハーサル、全体発表会前の最終準備等

午後

全体発表会

各グループによる発表、質疑応答、考察、講評等

夜
全体発表会

各グループによる発表、質疑応答、考察、講評等

＊スケジュールは2017年6月30日現在のものであり、今後変更する場合があります。

午前

クロージング

４日間を振り返りまとめ

ワークショップ全体への考察、講評、今後の課題について

写真撮影、片付け等

全プログラム終了、解散

3日目 2017年9月2日（土）

4日目 2017年9月3日（日）



募集要項

実施概要

 名称： アセアン国費留学生と日本人大学生との国際交流ワークショップ

 期間： 2017年8月31日（木） ～ 9月3日（日）・4日間

 場所： 国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区）

 主催： アスジャ・インターナショナル

 参加予定： 将来のアセアン各国リーダーをめざすアセアン国費留学生（アスジャ受入れ

学生）30名

日本のグローバル人材として活躍を期待される日本人大学生30名

日本人大学生の参加資格および条件

1. 日本の大学に在籍し、将来のグローバル人材を目指していること

2. 心身ともに健康であり、ワークショップ参加に支障がないこと

3. ワークショップに参加できる日常会話レベルの英語力を有し、アカデミック英語を学ぶ強

い意欲があること

4. すべてのワークショップに参加できること（日程の一部だけの参加は認められません。）

5. プログラム終了後、A4サイズ1枚程度のレポートを提出すること（提出できない場合は、

アスジャ事務局が支弁した参加費用の一部を返納する必要があります。なお、レポート

はアスジャ・インターナショナル関係者に配布されます。）

写真： 2015年度開催のワークショップより



申込方法

所属大学の担当窓口での受付後、「申込書」をアスジャ・インターナショナル事務局まで

提出してください。

◆書類選考の上、参加者を決定いたします。

アスジャ・インターナショナル事務局への申込書提出締切

2017年7月25日（火）必着

問い合わせ先

アスジャ・インターナショナル事務局

〒169-0074 東京都新宿区北新宿3丁目22番7号

独立行政法人日本学生支援機構 東京日本語教育センター内

電話： 03-5338-1285 /  FAX:  03-5338-1286

Email： info@asja.gr.jp

担当： 萩原 （ハギハラ）

募集要項

写真： 2016年度開催のワークショップより



平成29年度アスジャ・インターナショナル主催

アセアン国費留学生と日本人大学生との国際交流ワークショップ募集要項

2017年6月30日発行

発行者：アスジャ・インターナショナル

〒169-0074 東京都新宿区北新宿3丁目22番7号

独立行政法人日本学生支援機構 東京日本語教育センター内

ASJA International Exchange Workshop for 
ASEAN-MEXT Scholarship Recipients and Japanese University Students


